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われる人およびその予備群」は，男性の 2 人に 1 人，女性の 6 人に 1 人と，その割合の多い





















































第 1 節 肥満の現状に関する文献研究 
 
Imperial College London と世界保健機関（WHO）の研究チームが協力し，世界の 186 ヵ国
を対象に，BMI をもとに肥満の調査を行った報告（NCD -RisC，2016）からは，男性の 10 人
に 1 人以上，女性の 7 人に 1 人以上が肥満（BMI25 以上）であることが示されており，今
後 10 年で 5 人に 1 人が肥満になると試算されており，我が国においても男性の 28.7%，女









男性の約 2 人に 1 人，女性の約 6 人に 1 人と，その割合の高いことが報告されている．そ
して，この割合はおよそ 10 年前のメタボ健診が義務付けられた時期（平成 20 年 4 月）から





































30 歳代で 33.7%，40 歳代で 36.5%，50 歳代で 41.3%とその割合は加齢とともに増加し，40























第 2 節 肥満の判定に関する文献研究 
 
肥満の判定については，これまでさまざまな手法が用いられているが，なかでも BMI











身体組成面にアプローチし，肥満を判定できる手法としては，DXA（Dual Energy X-ray 
Absorptiometry）法，水中体重秤量法，皮下脂肪厚法，MRI（Magnetic Resonance Imaging）法，




















児への適応には課題が見られる．これに対して藤井ら（2012） ，Sakai et al.（2009），酒井
ら（2011）（2013）は，伊藤ら（1996）の手法を参考に，身長と体重の回帰多項式から得ら
れた肥痩度と BIA 法で得られた肥痩度とを比較検討することにより，BIA 法による幼児に
対応した身体組成評価法の構築を試みている．しかしながら，これらの研究では対象人数が
各年齢で僅か 30 名前後ということで，より精度良い身体組成評価の構築に向けて対象人数















一般的に，誕生後から幼児期にかけては、男女児ともに 1 歳頃までには体脂肪率は 20%
前後まで増加し， 2，3 歳頃から 6 歳頃にかけては，一旦減少に転じることが報告されてい
る（日本小児医療保健協議会，2019）． 







山田（2012）は，小学生期の男子については，小学 1 年生から 4 年生までは多少増加し，5，
6 年生ではほとんど変化せず，小学 4 先生から 6 年生の標準偏差が大きくなることを報告し
ている．中学生期に向けた傾向としては，増田（1998）が，小学 5 年生頃から 12，13 歳に











































高いことが示されている（厚生労働省：平成 17 年国民健康・栄養調査，2005）． しかしな
がら，若年成人を対象とした Camethon MR et al.（2004）における CARDIA（the Coronary 
Artery Risk Development in Young Adults）研究や，角谷ら（2014）の 30 歳時点でメタボリッ
クシンドロームに該当しない者のその後の BMI の変動と，40 歳以降のメタボリックシンド
ローム発症との関係を調べた報告からは，若年層肥満（予備群）は，非肥満者に比べて後に







Jennifer et al.（2007）は，1930 年～76 年に生まれたデンマーク・コペンハーゲン市民 28 万
人を対象に，子ども時代の健康状態と成人になってからの病歴を個人ごとに追跡調査した






















































































































第 1 節 研究の手順 
 
本研究は，次のような手順に従って進める．まずは，肥満者の現状を把握するために，発
育発達期終盤を迎え社会人目前となる若年成人を対象に，BMI と体脂肪率から 4 体型区分
に分類した結果から隠れ肥満者を含めた肥満者の状況を明らかにする．続いて，体脂肪率の







第 1 項 成人肥満の現状に関する検証 






若年成人として，一般大学生（男女 1 年生：18，19 歳）の身長，体重，身体組成（体
脂肪率）情報を収集する．得られた身長と体重から BMI を算出する． 



























対象の身長と体重から，男女別，各年齢別に 1 次～3 次の回帰多項式を構築し，AIC
（赤池情報量規準）により妥当な次数の回帰多項式を導き出す． 
導かれた妥当な次数の回帰多項式をもとに，5 段階の回帰評価チャートを構築する． 
それぞれの評価チャートから判定された 5 段階の肥痩度分布を χ2 検定により比較し，
体脂肪率にもとづく評価チャートの妥当性を検証する． 

































“肥満（BMI25 以上）”と“普通（BMI18.5 以上 25.0 未満）”の身体要素および体力・
運動能力の比較を行うために，二要因（学年×判定）分散分析および，下位検定とし





















2008 年から 2016 年までの女子大学生（1 年生）を対象に，身長と体重，血圧，安静時
脈拍，そして 7 項目の体力測定情報を得る。また，身長と体重から BMI を算出する．
さらに，BMI30 以上を“重度肥満”として抽出する． 
各年次における，体格および生理的，体力的項目の平均値と標準偏差を算出する．ま





























BMI と体脂肪率をもとに対象を 3 体型群（“標準”“隠れ肥満”“肥満”）に分類する．













第 2 節 対象および調査・測定方法 
 
第 1 項 成人肥満の現状に関する検証 
－若年成人における 4 体型区分からみた肥満の現状－ 
 
対象は，2008 年から 2016 年の期間に，愛知県内の某大学に在籍した学生（18，19 歳）
18,343 名（男子 13,392 名，女子 4,951 名）であった． 
身長をタニタ社製のデジタル身長計で計測し，体重と体脂肪率を，BIA 法（インピーダン
ス法）を採用したタニタ社製の身体組成計（DC-320）を用いて計測した．また，得られた身

















第 2 項 肥満判定法の構築に関する検討①  
－幼児期の体脂肪率に基づく肥満判定法の構築－ 
 
対象は，幼稚園児，男児 317 名（3 歳：105 名，4 歳：111 名，5 歳：101 名），女児 332 名





日本人幼児の BIA 法による推定式が確立されていないため，本機器の対象年齢も 6 歳から
99 歳までとなっている．そのため，測定においては年齢を全て 6 歳と設定し，計測した． 
 
第 3 項 肥満判定法の構築に関する検討②  
－学齢期の体脂肪率加齢変化の検証と体脂肪率に基づく肥満判定法の構築－ 
 
対象は，愛知県内の某小学校の 1 年生から 6 年生までの男子児童 359 名（1 年 50 名，2 年
64 名，3 年 49 名，4 年 64 名，5 年 74 名，6 年 58 名），女子児童 324 名（1 年 64 名，2 年 47
名，3 年 48 名，4 年 63 名，5 年 49 名，6 年 53 名）の計 683 名，某中学校 1 年生から 3 年生
までの男子生徒 307 名（1 年 106 名，2 年 101 名，3 年 100 名），女子生徒 319 名（1 年 118







第 4 項 肥満の健康リスクに関する検証①  
－高校生肥満者における身体的，体力・運動能力的特徴－ 
 
対象は，2006 年から 2014 年の期間に，某高等学校に在籍した 1 年生から 3 年生までの生
徒，男子が 1,631 名（1 年生 467 名，2 年生 595 名，3 年生 569 名），女子が 3,821 名（1 年生
848 名，2 年生 1,500 名，3 年生 1,473 名）の計 5,452 名であった． 
体格として身長（タニタ社製デジタル身長計）と体重（タニタ社製 DC-320）を計測し，
BMI（体重[kg]÷身長[m]2）を算出した．身長と体重データからは，藤本ら（1968）の算出式
により体表面積を，国立健康・栄養研究所で用いている Ganpule AA et.al.（2007）の算出式
により基礎代謝量を算出した．各算出式は以下のとおりである． 
・体表面積（cm2）＝ 88.83W0.443 ×H0.663 
・基礎代謝量（kcal/日）＝（（0.1238+（0.0481W）+（0.0234×H）-（0.0138×年齢） 
- 0.5473×2））×1000÷4.186    W：体重 H：身長  
 






















これを 30 秒間繰り返し，その回数を記録する．  
・持久走（男：1500m，女：1000m）：スタンディング状態から合図によりスタートし，男女
各決められた距離をできる限り早く走る．スタートの合図からゴールライン上に胴体
部分が到達するまでに要した時間を計測する．試技は 1 回のみとする． 












第 5 項 肥満の健康リスクに関する検証②  
－大学生重度肥満者における生理的・体力的特徴－ 
 
対象は，2008 年から 2016 年の期間の各年次で大学 1 年生（18，19）であった女子学生計
5945 名（2008 年：490 名，2009 年：606 名，2010 年：571 名，2011 年：682 名，2012 年：






























第 6 項 肥満の健康リスクに関する検証③  
－若年成人隠れ肥満者における身体的，体力的特徴－ 
 
対象は，2012 年から 2016 年に期間に，某大学に在籍した 1 年生（18，19 歳）の男子学生
8,044 名（2012 年：1,462 名，2013 年：1,631 名，2014 年：1,660 名，2015 年：1,612 名，2016
年：1,679 名），女子学生 3,185 名（2012 年：584 名，2013 年：662 名，2014 年：684 名，2015






社製 900U-ex），閉眼片足立ち，立位体前屈（竹井機器工業社製フレクション D TKK5403）を




第 3 節 解析手法 
 
第 1 項 成人肥満の現状に関する検証  
－若年成人における 4 体型区分からみた肥満の現状－ 
 
対象を男女別に BMI（四捨五入による整数値）ごとに分け，それぞれにおける体脂肪率
を日本肥満学会（2000）の基準をもとに，4 つの群（体脂肪[少]：男 10%未満，女 20%未満，
体脂肪[標準] ：男 10%以上 20%未満，女 20%以上 30%未満，体脂肪[多] ：男 20%以上 25%
未満，女 30%以上 35%未満，体脂肪[過多]：男 25%以上，女 35%以上）に分類した．また，
BMI を，日本肥満学会（2011）の基準を参考に“低体重（BMI19 未満）”“標準（BMI19 以
上 25 未満）”“肥満（BMI25 以上）”の 3 つの区分に分けた．なお，体型的な表記として，
BMI 標準域の体脂肪[標準]は“標準”，BMI 標準域の体脂肪[多][過多]は“隠れ肥満”，BMI




第 2 項 肥満判定法の構築に関する検討①  
－幼児期の体脂肪率に基づく肥満判定法の構築－ 
 
年少（3 歳児），年中（4 歳児），年長（5 歳児）における身長，体重および体脂肪率の統
計値を男女別で算出した．対象の体脂肪率の統計値（平均値，標準偏差）から，5 段階評価
法により，体脂肪率平均値にもとづく 5 段階（＋1.5SD 以上を“肥満”，＋0.5SD 以上から＋





る体重の 1 次～3 次の回帰多項式（身長-体重曲線）を構築し，AIC（赤池情報量規準）によ
り妥当な次数の回帰多項式を導き出した．導かれた妥当な次数の回帰多項式をもとに，男女
別，各年齢別に 5 段階（体脂肪率にもとづく評価基準と同じ）の回帰評価チャートを構築し















2 次式を y=ax2+bx+c とした際，測定した体脂肪率値（xi，yi）と 2 次式から得らえたデー
タが最も小さくなるように係数 a，b，c を決定する．つまり，下記の残差の二乗和（S）が
最小になるように係数を導き出す．その他の次数についても同様の処理を実施した． 
𝑆 = ∑(𝑦𝑖 − 𝑎𝑥𝑖
2 − 𝑏𝑥𝑖 − 𝑐)



































用し，1～3 次における次数の妥当性ついては，赤池情報量基準（AIC：Akaike Information 
Criterion，赤池ら，2007）を適用して確認した．AIC の算出式を以下に示した．最適な次数
については AIC 値が最も小さい値を採用した． 
AIC = 𝑛 log (
2𝜋𝑅𝑆𝑆
𝑛
) + 𝑛 + 2𝑘                
（log は自然対数，n はサンプル数，kは説明変数の数，RSSは残差平方和） 
赤池ら（2007）は，対数尤度を使った最尤法を適用し，モデルの情報量規準の評価を次の
式で示した． 
AIC = −2 log 𝐿 + 2𝑘                                             














第 3 項  肥満判定法の構築に関する検討②  
－学齢期の体脂肪率加齢変化の検証と体脂肪率に基づく肥満判定法の構築－ 
 

















                                                   
（n は比較する群のデータ数，x ̅は平均値，MSは群内の偏差平方和の分散） 











価 5 点法により 5 段階（＋1.5SD 以上を“肥満”，＋0.5SD 以上から＋1.5SD 未満を“やや肥
35 
 














∑ (𝑥𝑖 − ?̅?)2
𝑛
𝑖=1
                          
（x (i)） は i 番目の順序統計量，x ̅はサンプルの平均値，a_i は定数） 
 
定数 aiは，次の式によって与えられる． 
(𝑎1, 𝑎2, … , 𝑎𝑛) =
𝑚′𝑉−1
(𝑚′𝑉−1𝑉−1𝑚)−1
           
（𝑚 = (𝑚1, 𝑚2, … , 𝑚𝑛)
′は正規分布順序統計量期待値，𝑉は共分散行列） 
 
第 4 項 肥満の健康リスクに関する検証①  
－高校生肥満者における身体的，体力・運動能力的特徴－ 
 








2015：SSRI 社製）．なお，統計的有意水準は 5%未満とした． 
また，“普通”と“肥満”の身体要素と体力要素の T スコアを学年ごとに算出した．それ
ぞれの T スコアから 5 段階の評価基準を構築し，“肥満”の身体要素および体力要素の各学
年におけるレーダーチャートを作成した．なお，身体要素の評価基準は，T スコア 65 以上
を“高い”，55 以上 65 未満を“やや高い”，45 以上 55 未満を“標準”，35 以上 45 未満を“や
や低い”，35 未満を“低い”とした．一方，運動能力の評価基準は，T スコア 65 以上を“優












WIM は，身長や体重などの発育のピーク年齢（MPV：Maximum Peak Velocity）など局所
的事象を詳細に記述するために，与えられた時系列データにウェーブレット関数（基低は










第 6 項 肥満の健康リスクに関する検証③  
－若年成人隠れ肥満者における身体的，体力的特徴－ 
 
BMI と体脂肪率をもとに対象を 3 体型群に分類した．各体型の分類基準としては，BMI
標準域（BMI18.5 以上 25 未満）平均値±0.5SD 内，かつ体脂肪率男子 20%未満，女子 25%
未満を“標準”，“標準”の BMI 域と同じ範囲，かつ体脂肪率男子 20%以上，女子 25%以上
を“隠れ肥満”，BMI25 以上，かつ体脂肪率男子 20%以上，女子 25%以上を“肥満”とした． 
分類した 3 体型群の男女別における身体的，生理的，体力的データに対して，二元配置分












第 4 節 研究の限界 
 
第 1 項 対象による限界 
 
本研究では，幼児は愛知県内の某幼稚園 2 園の園児，学齢期の児童については愛知県内















































28.7%、女性の 21.3%が肥満であると（NCD -RisC，2016）されており，20 歳以上の内臓脂
肪蓄積型肥満（メタボリックシンドローム）が「強く疑われる人およびその予備群」は男




また他方で，1990 年代以降，身体組成情報を簡便に得ることができる BIA 法（インピー
ダンス法）の普及とともに隠れ肥満の存在も確認されるようになった．近年では，若年成
人女性の隠れ肥満（傾向）の割合が約 3～5 割と高い（武田ら，2017）ことや，加齢に伴
い肥満のみならず隠れ肥満の割合が増えつつあり，50 歳代で全体の約 4 割を占める（内間






































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
対象は，2008 年から 2016 年の期間に，愛知県内の某大学の学生（18，19 歳）18,343 名
（男性 13,392 名，女性 4,951 名）であった． 
 






第 3 項 解析手法 
 
対象を男女別，そして BMI の整数値（四捨五入）ごとに分け，それぞれにおける体脂肪
率を日本肥満学会（2000）の基準をもとに，4 つの群（体脂肪[少]：男性 10%未満，女性 20%
未満，体脂肪[標準] ：男性 10%以上 20%未満，女性 20%以上 30%未満，体脂肪[多] ：男性
20%以上 25%未満，女性 30%以上 35%未満，体脂肪[過多]：男性 25%以上，女性 35%以上）
に分類した． 
また，BMI を日本肥満学会（2011）の基準を参考に“低体重（BMI19 未満）”“標準（BMI19





は“肥満”，BMI 低体重域は“痩せ”と表した．4 体型区分領域の詳細については，Table 2-
1 で示した． 
























第 3 節 結 果 
 
本研究の対象の全体における 4 体型の分布状況について，男性は“痩せ”が 18.0%，“標
準”が 55.7%，“隠れ肥満”が 13.0%，“肥満”2.0%であった．一方，女性は“痩せ”が 18.5%，
“標準”が 62.8%，“隠れ肥満”が 10.9%，“肥満”が 7.1%であった．男女差の傾向を見ると，
女性に比べて男性の方が“標準”の割合が低く，“肥満”“隠れ肥満”の割合が高いことが示
された． 
BMI の区分別体脂肪率分布の特徴としては，BMI“標準”区分では，男女とも BMI22 あ
たりから体脂肪[多]以上，つまり“隠れ肥満”の割合が増加する傾向を示し，その割合は

















第 4 節 考 察 
 
本研究では，若年成人である大学生を対象に，男女別に各 BMI における体脂肪率の分布
状況を調べ，それらをもとに BMI 区分別の体型分布傾向を明らかにすることを目的とした． 
 対象全体の体型分布傾向については，全対象者の傾向としては，男性については，“痩せ”













“隠れ肥満”は 13.0%と，内間ら（2016）の 20 歳代の割合（22.0%）と比較して約 7%もの
差が見られ，若年成人層においては，短期間で“隠れ肥満”が増加傾向にあることが明らか
となった． 








向を示したものの，それ以外では約 5～7%と，本研究の結果同様に 20 年前と比べて割合が
大幅に低い傾向を示した．一方，“隠れ肥満”については，本研究では約 11%であったもの
の，先行研究では 16～22%と全体的に割合が高い傾向にあった． 





あたりから，“隠れ肥満”の割合が増加する傾向を示し，その割合は BMI23 で約 5 割，BMI24
では約 7 割と高いことが示された．一般的に，働く環境や教育の現場で肥満判定を行う際に
は，身長と体重から簡便に求められる BMI を用いることが多い．BMI における肥満度の標
準域は BMI18.5～25 とされているが，本研究の体脂肪率に基づいた肥痩度分布結果から，
標準域において“肥満（隠れ肥満）”の可能性をほとんど示さない BMI 値は，男女とも約










第 5 節 まとめ 
本研究では，若年成人である大学生を対象に，男女別に各 BMI における体脂肪率の分布





～22 あたりから，“隠れ肥満”の割合が増加する傾向を示し，その割合は BMI23 で約 5 割，



























































































































































































































































































































































































































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対象 
 
対象は，幼稚園男児 317 名（3 歳：105 名，4 歳：111 名，5 歳：101 名），女児 332 名（3









本機器の対象年齢も 6 歳から 99 歳までとなっている．したがって，得られた数値は参考的





第 3 項 解析手順 
 
各年齢における身長，体重および体脂肪率の統計値を男女別で算出した．対象の体脂肪率
の統計値（平均値，標準偏差）から，5 段階評価法により，体脂肪率平均値にもとづく 5 段
55 
 
階（＋1.5SD 以上を“肥満”，＋0.5SD 以上から＋1.5SD 未満を“やや肥満”，－0.5SD 以上か
ら＋0.5SD 未満を“標準”，－1.5SD 以上から－0.5SD を“やや痩身”，－0.5SD 未満を“痩
身”）評価チャートを構築した．一方，体脂肪率にもとづく評価の対象として，伊藤ら（1996）









第 3 節 結 果 
 





加齢変化としては，男児は年齢が上がるごとに減少傾向を示した（3 歳：11.48%，4 歳 10.45%，
5 歳：10.00%）が，女児については，3 歳（14.00%）から 4 歳（12.18%）にかけては減少し
たものの，4 歳から 5 歳（12.69%）にかけては向上傾向を示した． 
 
第 2 項 体脂肪率の平均値評価チャートの構築 
 





第 3 項 身長に対する体重の回帰評価チャートの構築 
 
Table 5-3 に，3 歳児，4 歳児，5 歳児の男女別における身長に対する体重の 1 次から 3 次
までの回帰多項式における残差平方和と AIC 値を示した．回帰多項式の妥当な次数は，AIC




Fig. 1 に，妥当な回帰多項式をもとに構築された 5 段階の回帰評価チャートを，男女別，
学年別で示した．  
 
第 4 項 体脂肪率の平均値評価チャートと身長に対する体重の回帰評価チャートから判定
された肥痩度の比較 
 


































身長に対する体重の 5 段階回帰評価チャートから導かれた肥痩度の分布と，BIA 法で計






一般的に，身長と体重から簡便に肥満判定ができる方法に BMI（Body Mass Index）法が
ある．しかし，BMI は発育期では適用できる範囲が限られるといった問題点がある．Rolland-





























第 5 節 まとめ 
 











第 6 節 図 表 
 
  

















Mean 97.93 105.79 110.99 96.92 104.28 111.45 
SD 4.86 4.56 4.58 3.86 4.51 4.87 
Weight 
 (kg) 
Mean 14.80 16.82 18.45 14.43 16.26 19.05 
SD 1.94 2.22 2.15 1.54 1.95 2.87 
Body fat 
percentage (%) 
Mean 11.48 10.45 10.00 14.00 12.18 12.69 












Table 5-2 The 5-step mean evaluation chart for body fat percentage obtained with impedance 
analysis 
 
Evaluation Boys Girls 
3years 
Fat 
A little fat 
Normal 
A little leam 
Lean 
      body fat percentage＞17.1 
17.1≧body fat percentage＞13.3 
13.3≧body fat percentage≧ 9.6 
9.6＞body fat percentage≧ 5.8 
5.8＞body fat percentage 
      body fat percentage＞18.7 
 18.7≧body fat percentage＞15.6 
 15.6≧body fat percentage≧12.5 
12.5＞body fat percentage≧ 9.3 
9.3＞body fat percentage 
4years 
Fat 
A little fat 
Normal 
A little leam 
Lean 
      body fat percentage＞15.5 
15.5≧body fat percentage＞12.1 
12.1≧body fat percentage≧ 8.8 
    8.8＞body fat percentage≧ 5.4 
5.4＞body fat percentage 
      body fat percentage＞16.8 
16.8≧body fat percentage＞13.7 
13.7≧body fat percentage≧10.6 
10.6＞body fat percentage≧ 7.6 
7.6＞body fat percentage 
5years 
Fat 
A little fat 
Normal 
A little leam 
Lean 
      body fat percentage＞12.9 
12.9≧body fat percentage＞10.5 
10.5≧body fat percentage≧ 8.1 
8.1＞body fat percentage≧ 5.6 
5.6＞body fat percentage 
      body fat percentage＞16.4 
16.4≧body fat percentage＞13.4 
13.4≧body fat percentage≧10.4 
10.4＞body fat percentage≧ 7.4 

















Table 5-3 Estimated average magnification of Weight calculated by wavelet interpolation mode 









Linear 108.75 331.1 78.57 249.2 
Quadratic 108.65 333.1 76.33 248.6 
Cubic 107.72 333.6 75.88 250.1 
4years 
Linear 187.97 379.5 182.37 425.4 
Quadratic 187.09 381.0 181.80 427.0 
Cubic 182.50 380.2 181.61 428.9 
5years 
Linear 183.84 353.1 295.85 412.8 
Quadratic 181.76 354.0 260.99 401.6 































































































































+1.5SD +0.5SD -1.5SD -0.5SD regression raw data 





























































































































Regression evaluation of weight for height Mean evaluation of fat percentage 
Fig. 5-2 Comparison of frequency distribution for judged from regression evaluation of weight 












































アプローチできる手法として BIA 法（Bioelectrical Impedance Analysis：インピーダンス法）
が着目されている．BIA 法は，その簡便性と利便性から身体組成の研究において広く取り入
れられるようになってきている． 
BIA法を用いた身体組成評価の妥当性については，Lukaski et al.（1985），Segal et al.（2006），
Nakadomo et al.（1990）が，対象が欧米人ではあるが，その妥当性を報告している．日本人
へは，村岡と小宮（1990）や Komiya and Masuda（1990）が日本人の体水分量の推定式を模
索し，最終的に田中ら（1990）によって，日本人に合った身体組成評価法のための評価式が
構築されてきた． 
BIA 法による身体組成評価に関する研究としては，谷本ら（2009）が，日本人の 18 歳～
70 歳までを対象に，筋肉量の加齢変化を部位別に検討しているが，体脂肪率については検
討されていない．幼少期を対象としは，藤井ら（2012）が，幼児期における身長と体重の回
帰多項式から得られた肥満度と BIA 法で得られた肥満度とを比較し，BIA 法による身体組













第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対象 
 
対象は，愛知県内の某小学校の 1 年生から 6 年生までの男子児童 341 名（1 年生 48 名，
2 年生 62 名，3 年生 47 名，4 年生 59 名，5 年生 71 名，6 年生 54 名），女子児童 324 名（1
年 64 名，2 年 47 名，3 年 48 名，4 年 63 名，5 年 49 名，6 年 53 名）の計 665 名，および某
中学校 1 年生から 3 年生までの男子生徒 293 名（1 年生 102 名，2 年生 94 名，3 年生 97 名），
女子生徒 318 名（1 年 118 名，2 年 95 名，3 年 106 名）の計 642 名であった． 
対象には，事前に調査および測定の内容を説明し，これに対するインフォームドコンセン
トを得た．また，対象には急性および慢性の疾患を患っている者はいなかった． 
Table 6-1 に，対象の人数，年齢および身体的特徴を示した． 
  
第 2 項 体格および身体組成計測  
 
身長は，デジタル身長計（タニタ社製）を用いて計測した．体重と体脂肪率は，BIA 法を














比較検定（エクセル統計 2015：SSRI 社製）を実施した．有意水準は 5%未満とした． 
また，各学年の体脂肪率の平均値に対して，Matsuura and Kim（1991）の残差平方和の手
法を参考に 2 次の回帰多項式を適用（なお，女子については，1 次～6 次の回帰多項式を構
築し，AIC 値から 2 次が妥当であると確認，Table 6-3 参照）し，学齢期全般における体脂肪
率の加齢変化様相を概観した．  
対象の肥満の判定には，段階評価 5点法を採用した．各学年の体脂肪率平均値の±0.5SD，
±1.5SD を求め，各標準偏差に対して 2 次の回帰多項式を適用し，5 段階の肥痩度評価チャ
ートを構築した．肥満の判定基準としては，平均値+1.5SD 以上を“肥満”，+0.5SD～+1.5SD














第 3 節 結 果 
 




男子の体脂肪率は，小学 1 年生から小学校高学年に向けて増加し，4，5 年生頃にピーク
（4 年生：13.42%，5 年生：13.30%）を迎えた．その後は，中学生期に向けて減少するとい
った結果を示した．分散分析の結果では主効果に有意性（F＝2.98，η2=.04，p<.01）が認め
られ，多重比較検定の結果，小学 4 年生と 5 年生の体脂肪率が，小学 1 年生と 2 年生の体
脂肪率が比べて，有意に高くなる結果を示した．また，小学 4 年生から 6 年生頃の体脂肪率
の標準偏差値が他の学年に比べて大きくなることが示された． 
一方，女子の体脂肪率の加齢変化については，身長や体重の発育と同様に中学校高学年に
向けて増加する傾向を示し，学齢期の 8 年間で 13.30%も向上する結果を示した．学齢期別
でみると，小学生期では，6 年間で 11.50%（1 年生）から 17.70%（6 年生）までの 6.20%程
度増加したのに対して，中学生期では，3 年間という小学生期に比べて短い期間であったに










第 2 項 5 段階の肥痩度評価チャートの構築 
 
導かれた 2 次の回帰多項式をもとに，5 段階の肥痩度評価チャートを構築した（男子：Fig. 









第 3 項 5 段階の肥痩度分布および分布の正規性の検定 
 
対象の体脂肪率値を肥痩度評価チャートに当てはめて肥痩度評価を行い，5 段階の度数分
布（ヒストグラム）を男女別に求めた（男子：Fig. 6-3，女子 Fig 6-3）．  
男子は，“痩身”が 19 名，“やや痩身”が 208 名，“標準”が 238 名，“やや肥満”が 108
名，“肥満”が 76 名であった．一方，女子は“痩身”が 20 名，“やや痩身”が 202 名，“標








第 4 節 考 察 
 
学齢期男子の体脂肪率の加齢変化傾向として，小学 1，2 年生に比べて小学 5，6 年生が有
意に高くなる結果を示した．山田（2012）は，体脂肪率は小学 1 年生から 4 年生までは多少
増加し，5，6 年生ではほとんど変化しないことを報告している．本研究の小学 5，6 年生の
体脂肪率平均値もほとんど変化がみられず，山田（2012）の報告を支持するものであった．
また，同報告では小学 4 先生から 6 年生の標準偏差が大きくなることも示されていたが，
本研究においても，小学 4 年生が 7.23%，小学 5 年生が 6.86%，小学 6 年生が 6.51%であり，
他の学年に比べて標準偏差値が大きくなる傾向を示した．また，中学生期に向けた傾向とし




から大きくなることが示されてた．この傾向を Fujii et al.（2011）の結果と比較すると，本
研究の小学生期の体脂肪率が 11.50～17.70%であったのに対し，Fujii et al. （2011）の同時期
にあたる 7.5～12.5 歳の体脂肪率は 18.00～22.30%であり，全体的に本研究の対象が低い傾
向にあった．また，身長や体重についても本研究の対象が低い傾向にあった（本研究：身長

























秤量法や DXA 法や MRI 法，皮脂厚法との関係性が高いことや，身体組成を妥当に評価で






























































Elementary School Junior High School 
1 2 3 4 5 6 1 2 3 
Boys 
 
Number (n) 48 62 47 59 71 54 102 94 97 
Age 
(years) 
Mean 6.98 8.03 9.05 10.02 11.02 12.00 12.99 13.99 14.98 
SD 0.32 0.29 0.33 0.28 0.28 0.30 0.29 0.29 0.28 
Height 
 (cm) 
Mean 119.5 125.6 130.8 136.8 142.6 145.9 153.5 162.1 165.8 
SD 5.5 5.3 6.0 4.9 6.3 7.0 8.2 7.9 6.2 
Weight 
 (kg) 
Mean 21.6 24.5 28.1 31.5 34.6 38.1 41.8 49.1 52.0 
SD 3.2 4.3 5.4 5.3 6.5 7.4 7.2 9.2 7.3 
Girls 
Number (n) 64 47 48 63 49 53 118 95 106 
Age 
(years) 
Mean 7.01 7.99 8.94 10.23 11.00 12.03 13.00 14.00 14.91 
SD 0.28 0.25 0.29 0.49 0.25 0.28 0.29 0.29 0.26 
Height 
 (cm) 
Mean 118.3 124.7 128.9 136.1 142.5 149.1 153.4 155.1 156.2 
SD 4.9 4.7 5.8 6.9 6.9 5.8 5.7 5.2 5.2 
Weight 
 (kg) 
Mean 20.9 23.5 25.4 30.6 33.9 39.0 42.8 45.3 48.5 




















Elementary School Junior High School 





Mean 10.11 10.12 12.76 13.42 13.30 13.21 11.80 12.25 11.96 
SD 4.92 5.45 6.07 7.23 6.86 6.51 4.24 5.04 4.52 
Girls 
Mean 11.50 12.53 13.19 15.29 15.65 17.70 20.74 22.42 24.80 





F＝2.98, η2=.04, p<.01 
 
・ES 1＜ES 4, ES 5 
・ES 2＜ES 4, ES 5 
 
【Girl】 
F=69.33, η2=.47, p=.00 
 
・ES 1＜ES 4，ES 5，ES 6，JHS 1，JHS 2，JHS 3   
・ES 2＜ES 5，ES 6，JHS 1，JHS 2，JHS 3 
・ES 3＜ES 6， JHS 1，JHS 2，JHS 3 
・ES 4＜JHS 1，JHS 2，JHS 3 
・ES 5＜JHS 1，JHS 2，JHS 3  
・ES 6＜JHS 1，JHS 2，JHS 3 
・JHS 1＜JHS 3 















Table 6-3 The residual sum of squares, R² and AIC in each order regression polynomials for Body 
fat percentage against age 
Order Regression polynomial Residual sum 
of squares 
R² AIC 
1st y = 1.7191 x - 1.7294 15027.50 0.46 3852.17 
2nd y = 0.1147 x2 - 0.8273 x + 11.577 14768.02 0.47 3842.99 
3rd 
y = -0.0095 x3 + 0.4305 x2 - 4.2164 x 
 + 23.226 
14753.56 0.47 3844.38 
4th 
y = -0.0104 x4 + 0.4514 x3 - 7.0377 x2  
+ 48.175 x - 110.79 
14693.39 0.47 3847.51 
5th 
y = -0.001 x5 + 0.042 x4 - 0.6835 x3  
+ 5.0006 x2 -14.361 x +16.398 
14692.24 0.47 5041.16 
6th 
y = -0.0009 x6 + 0.0572 x5 - 1.5412 x4  
+ 21.936 x3 -173.79 x2+ 726.47 x 
- 1240.3 



























y = -0.1517x2 + 3.5304x - 7.3789
R² = 0.731






















































































Fig. 6-2 The 5-step evaluation chart constructed based on the regression polynomial 






























































Fig. 6-3 The 5-step evaluation chart constructed based on the regression polynomial 

















































































































































































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対象 
対象は，2006 年から 2014 年の期間に，某高等学校に在籍した 1 年生から 3 年生までの男
子生徒 1,631 名（1 年生 467 名，2 年生 595 名，3 年生 569 名），女子生徒 3,821 名（1 年生
848 名，2 年生 1,500 名，3 年生 1,473 名）の計 5,452 名であった． 
 
第 2 項 体力・運動能力測定 
 




第 3 項 解析手順 
 
肥満の判定には BMI 指数（体重[kg])÷身長[m] 2）を採用し，世界保健機関（WHO）の基
準を参考に，BMI 指数が 25.0 以上を“肥満”，18.5 以上 25.0 未満を“普通”とした． 
身体要素として，身長，体重，BMI 指数の他に体表面積と基礎代謝量を求めた．体表面積
は藤本ら（1968）の算出式により体表面積を，基礎代謝量は国立健康・栄養研究所の算出式
（Ganpule AA et.al.，2007）を用いた．各算出式は以下のとおりである． 
体表面積（cm2）＝ 88.83W0.443 H0.663                               (1)  
基礎代謝量（kcal/日）＝((0.1238+(0.0481×W)+(0.0234×H) 












身体要素の評価基準は，T スコア 65 以上を「高い（大きい）」，55 以上 65 未満を「やや高
い（やや大きい）」，45 以上 55 未満を「標準」，35 以上 45 未満を「やや低い（やや小さい）」，
35 未満を「低い（小さい）」とした． 
一方，体力・運動能力の評価基準は，T スコア 65 以上を「優れる」，55 以上 65 未満を「や














第 3 節 結 果 
 













の項目において 1 年生から 3 年生に至るまで変化が見られなかったことが示された．  
  


















項目では 3 年間で有意な変化が認められなかった． 
 


















あったものの評価は「標準」であった．また，50m 走，持久走では，“肥満”は 2 年生以降






















第 3 節 考 察 
 
本研究では，肥満のヘルスマネジメントの一環として，身体能力のレーダーチャートを作
成することで，高校 3 年間における肥満者の身体能力評価の標準化を試みた．  
身体要素における肥満者の特徴としては，男女とも，非肥満者と比べて身長以外の体重や
BMI 指数，体表面積，基礎代謝量において有意に高いことが示された．評価も有意差が見ら































り，また，アメリカ保健体育レクレーションダンス連合（AAHPERD：American Alliance for 

































































Table 7-1 Statistics and ANOVA of physique and physical elements for each grade  
Items 
   Normal   Obesity 
      Grade       Grade  
1  2  3  1  2  3  
Boy 
Number (n) 467  595  569  69  65  69  
Height 
 (cm) 
Mean 169.8  170.9  171.7  169.4  170.2  170.6  
SD 6.0  5.7  5.5  7.2  6.2  6.2  
Weight 
 (kg) 
Mean 59.0  60.1  61.4  72.6 * 75.9 * 76.9 * 
SD 6.1  5.5  5.4  9.0  10.3  9.4  
BMI 
(kg/m2) 
Mean 20.5  20.6  20.8  25.2 * 6.1 * 26.4 * 




Mean 20777.4  21047.7  21308.6  22641.4 * 23150.7 * 23325.9 * 




Mean 1476.6  1495.6  1514.7  1629.9 * 1672.9 * 1686.9 * 
SD 95.2  88.8  86.1  136.49  142.5  33.1  
Girl 
Number (n) 619  1176  1138  37  68  74  
Height 
 (cm) 
Mean 158.0  158.2  158.3  158.2  157.5  158.2  
SD 5.0  5.2  5.3  5.3  4.9  5.1  
Weight 
 (kg) 
Mean 51.9  52.3  52.5  69.0 * 68.4 * 68.2 * 
SD 4.9  5.0  4.9  7.7  7.9  8.0  
BMI 
（kg/m2） 
Mean 20.79  20.87  20.92  27.53 * 27.53 * 27.21 * 




Mean 18685.7  18745.4  18797.4  21088.7 * 20937.7 * 20991.7 * 




Mean 1199.0  1203.3  1207.0  1395.6 * 1384.6 * 1387.2 * 
SD 76.8  79.6  79.5  109.6  108.9  111.1  
  *：p<0.05 (vs. Normal） 
Tukey HSD 
【Boy】    
 Height        ：Normal : 1＜3 
 Weight         ：Normal : 1＜2,3  2＜3  Obesity : 1＜2,3   
BMI          ：Normal : 1＜2,3  2＜3  Obesity : 1＜2,3 
 Body surface area  : Normal : 1＜2,3  2＜3  Obesity : 1＜3 






Table 7-2  Statistics and ANOVA of physical fitness elements for each grade  
Items 
   Normal   Obesity 
      Grade       Grade        
1  2  3   1  2  3   
Boy 
Number (n) 467  595  569  69  65  69  
Grip strength 
(kg) 
Mean 36.5  38.3  39.9  39.5 * 41.0 * 41.3  
SD 5.8  5.5  5.5  6.9  6.6  6.4  
Standing long 
jump(cm) 
Mean 219.7  224.6  231.2  212.5 * 212.7 * 218.5 * 
SD 21.9  21.3  21.9  24.5  23.7  25.6  
Sit-Up 
(rep/30s) 
Mean 30.2  32.4  33.7  30.1  30.1 * 31.3 * 
SD 4.8  4.8  5.3  3.8  5.3  5.9  
Side step test 
(rep/20s) 
Mean 54.5  57.7  58.8  52.7  55.2 * 54.6 * 
SD 9.9  6.0  6.6  10.4  7.5  9.6  
50m sprint 
(s) 
Mean 7.42  7.20  7.18  7.68 * 7.59 * 7.53 * 
SD 0.53  0.50  0.55  0.72  0.91  0.73  
Distance run 
(s) 
Mean 359.4  355.5  355.6  387.5 * 395.8 * 408.9 * 
SD 39.2  50.6  45.5  61.9  59.7  66.7  
Sitting trunk 
flexion (cm) 
Mean 47.9  50.2  52.3  47.6  50.2  50.8  
SD 10.0  10.5  10.6  10.0  9.1  9.9  
Handball 
throw (m) 
Mean 25.8  27.0  28.2  27.0  27.3  27.7  
SD 5.3  5.6  5.2  7.1  6.1  4.2  
Girl 
Number (n) 619  1176  1138  37  68  74  
Grip strength 
(kg) 
Mean 24.2  24.9  25.3  25.4  26.3 * 27.4 * 
SD 4.0  4.1  4.3  4.2  4.2  3.5  
Standing long 
jump(cm) 
Mean 167.9  170.3  171.5  156.3 * 156.3 * 162.7 * 
SD 20.1  22.0  22.4  21.3  23. 8  23.3  
Sit-Up 
(rep/30s) 
Mean 22.6  23.4  24.0  20.6  21.0 * 22.1 * 
SD 5.1  5.8  5.9  4.4  5.2  5.0  
Side step test 
(rep/20s) 
Mean 46.2  46.8  47.3  44.1  43.7 * 45.7  
SD 5.6  6.4  6.4  4.1  6.3  5.5  
50m sprint 
(s) 
Mean 9.0  8.9  8.9  9.6 * 9.5 * 9.5 * 
SD 0.7  0.8  0.9  0.7  0.7  1.3  
Distance run 
(s) 
Mean 305.2  301.0  306.5  352.1 * 346.1 * 340.8 * 
SD 41.8  41.3  47.7  50.0  42.9  45.3  
Sitting trunk 
flexion (cm) 
Mean 45.4  46.8  47.8  40.9 * 45.4  46.8  
SD 9.3  9.3  9.5  7.9  9.6  9.3  
Handball 
throw (m) 
Mean 14.2  14.8  15.2  13.6  14.2  14.9  
SD 3.8  4.0  4.3  3.5  4.1  4.2  
*：p<0.05 (vs. Normal） 
Tukey HSD 
【Boy】  
Grip strength     ：Normal 1＜2,3  2＜3 
Standing long jump   ：Normal 1＜2,3  2＜3 
Sit-Up            ：Normal 1＜2,3  2＜3 
Side step test      ：Normal 1＜2,3   
50m sprint        ：Normal 1＜2,3   
 Distance run         ：Obesity 1＞3 
 Sitting trunk flexion： Normal 1＜2,3  2＜3 
 Handball throw     ：Normal 1＜2,3  2＜3 
   
【Girl】 
Grip strength     ：Normal 1＜2,3 Obesity 1＜3 
 Sit-Up           ：Normal 1＜2，2＜3 
 Side step test      ：Normal 1＜3 
 50m sprint      ： Normal 1＜2 
 Distance run       ：Normal 2＞3 
 Sitting trunk flexion： Normal 1＜2,3，2＜3  Obesity 1＜2,3 






































































































■High ■A little high ■Standard ■A little low ■Low 





































































































































■Superior ■A little superior ■Standard ■A little weak ■Weak 





















































ところで，肥満判定の指標には BMI（Body Mass Index）が用いられることが多く，一般的
には BMI 値 25 以上が肥満の評価基準として採用されている．しかしながら，BMI は体重
を身長の二乗で除して求められるため，例えば，スポーツ選手のように筋肉量や骨量が多い
人はそうでない人に比べて BMI 値も高くなる場合がある．そのため，肥満評価を BMI 値 25
以上に設定すると肥満と判定されてしまうことがある．そこで，肥満者を確実に抽出するた
めには BMI 値 30 以上を対象とすることが妥当であると判断した．これまで，BMI 値 30 以
上の肥満者の生理面や，体力面における特徴を経年的に明らかにした報告は見られない． 








第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対象 
 
 対象は，2008 年から 2016 年の期間の各年次で大学 1 年生であった女子学生計 5945 名
（2008 年 490 名，2009 年 606 名，2010 年 571 名，2011 年 682 名，2012 年 659 名，2013 年
735 名，2014 年 757 名，2015 年 710 名，2016 年 735 名）であった． 
 









第 3 項 解析手順 
 
2008 年から 2016 年までの各年次における，体格および生理項目，体力項目の平均値と標
準偏差を算出した．続いて，各測定項目の平均値に対する±0.5SD 値と±1.5SD 値を算出し
た．得られたデータに対してウェーブレット補間法（WIM ：Wavelet Interpolation Method）
を適用し，各測定項目の経年的な評価チャートを構築した． 





























第 3 節 結 果 
 
第 1 項 体格項目，生理項目，体力項目の年次別統計値 
 
 Table 8-1 に，体格および生理項目として，身長，体重，血圧，脈圧，安静時脈拍の各年次
における統計値を，Table 8-2 に，体力項目として，握力，垂直跳び，反復横跳び，上体起こ
し，最大酸素摂取量，閉眼片足立ち，立位体前屈の各年次における統計値を示した． 









115mmHg，+1.5SD が 125～130mmHg であったが，肥満学生は+0.5～+1.5SD といった高い評
価帯で推移する傾向を示した．また，2008～2012 年には 120mmHg を超える高値を示した．
一方，拡張期血圧については，経年的評価チャートでは，平均が約 65mmHg であり，収縮




のの，2012 年を境に全体的に 5mmHg 程度低下する傾向が示された．平均は約 40mmHg で
108 
 
あり，高い評価帯では+0.5SD で約 45mmHg，+1.5SD で約 55mmHg であった．肥満学生は
+0.5SD の評価帯に推移する傾向を示したが，値としては 2008～2012 年が高く，なかでも
2011 年と 2012 年は 50mmHg を超える結果であった． 
最後に，安静時脈拍数の経年的評価チャートは平均が約 80 拍／min であり，肥満学生の
結果も平均の評価帯で推移する傾向を示した． 
 
第 3 項 経年的評価チャートに基づく肥満学生の体力項目 
 


















第 4 節 考 察 
 
 本研究では，2008 年から 2016 年までの期間における女子学生の生理項目および体力項目
の測定結果から経年的な評価チャートを構築し，その評価チャートをもとに，本研究で肥満










といった低い傾向を示しているものの，2008 年～2012 年では 120mmHg を超える高値であ
り，2011 年は 131 mmHg と正常値範囲を超える結果であった． 


















































































































第 5 節 まとめ 
 
























第 6 節 図 表 
Table 8-1  Statistics of physique and physiological elements for each grade  
 
Years 
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
n=490 n=606 n=571 n=682 n=659 n=735 n=757 n=710 n=735 
Height 
(cm) 
Mean 157.9 157.7 157.8 157.8 158.3 157.9 157.8 157.5 157.9 
SD 5.3 5.4 5.1 5.5 5.1 5.5 5.2 5.4 5.7 
Weight 
(kg) 
Mean 52.5 52.1 51.8 50.9 51.8 51.7 51.6 51.7 51.6 
SD 8.3 7.8 7.6 7.3 7.8 8.4 7.8 9.0 8.0 
Blood pressure 
Systoric (mmHg) 
Mean 109.4 109.5 109.8 110.3 108.3 106.6 105.9 106.1 106.5 
SD 13.6 12.6 12.7 13.8 12.5 12.2 12.7 12.4 12.3 
Blood pressure 
Diastolic (mmHg) 
Mean 64.0 64.5 64.1 64.1 63.8 67.2 66.8 65.6 67.5 




Mean 45.4 45.0 45.7 46.9 44.4 39.4 39.1 40.6 38.9 
SD 10.8 9.7 9.8 11.6 9.6 10.0 10.4 11.2 9.4 
Resting heart rate 
(beats/min) 
Mean 79.5 79.2 81.8 81.0 80.5 81.0 82.2 79.8 81.0 













Table 8-2  Statistics of physical fitness elements for each grade  
  
Years 
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
n=490 n=606 n=571 n=682 n=659 n=735 n=757 n=710 n=735 
Grip strength R 
(kg) 
Mean 26.2 25.9 25.9 25.8 26.3 26.1 25.5 26.0 25.6 
SD 5.0 4.8 4.9 4.8 4.8 4.8 4.6 4.7 4.8 
Grip strength L 
(kg) 
Mean 23.9 23.5 23.6 23.6 24.0 24.0 23.5 23.7 23.5 
SD 4.4 4.4 4.4 4.5 4.5 4.5 4.4 4.7 4.6 
Vertical jump 
(cm) 
Mean 39.6 39.4 39.7 39.9 39.4 39.2 39.2 39.6 38.8 
SD 6.4 6.9 6.8 7.5 7.5 7.0 7.5 7.3 7.5 
Side step 
(reps/20s) 
Mean 44.9 44.8 44.7 42.8 43.9 46.2 46.7 47.3 46.2 
SD 6.7 6.4 6.1 6.0 6.3 6.3 6.7 6.6 6.5 
Sit-Up 
(reps/30s) 
Mean 21.8 21.8 22.1 22.1 23.0 22.1 22.2 23.5 22.6 
SD 5.9 6.3 6.2 5.7 6.5 6.3 6.3 6.4 6.5 
Vo2Max 
(ml/kg/min) 
Mean 37.2 37.5 36.2 36.8 37.6 38.1 37.9 38.4 37.8 
SD 7.1 6.9 6.6 8.9 8.1 9.6 9.9 9.7 9.1 
One leg 
balance (s) 
Mean 84.5 92.3 92.7 93.7 85.9 105.7 85.5 102.7 101.2 
SD 70.3 75.3 73.1 71.4 67.3 72.1 66.7 72.8 70.0 
Standing trunk 
flexion (cm) 
Mean 11.0 11.7 11.3 10.7 11.3 11.3 10.1 10.8 10.2 


















































































































































































































































































































































































































































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
対象は，2012 年から 2016 年に期間に，某大学に在籍した 1 年生（18，19 歳）の男子学生
8,044 名（2012 年：1,462 名，2013 年：1,631 名，2014 年：1,660 名，2015 年：1,612 名，2016
年：1,679 名），女子学生 3,185 名（2012 年：584 名，2013 年：662 名，2014 年：684 名，
2015 年：603 名，2016 年：625 名）の計 11,229 名であった．  
 







第 3 項 解析手順 
 
BMI と体脂肪率をもとに対象を男女別に 3 体型群（“標準”“隠れ肥満”“肥満”）に分けた
（日本肥満学会肥満症診断基準検討委員会，2000）．Fig. 9-1 に，男性における対象のデータ
と 3 体型群の分類基準を示した．分類の定義としては，“標準”は，BMI 標準域の平均値±
0.5SD 内，かつ体脂肪率男性 20%未満，女性 30%未満の者，“隠れ肥満”は“標準”の BMI
と同じ範囲で，かつ体脂肪率男性 20%以上，女性 30%以上の者，“肥満”は，BMI25 以上か
つ体脂肪率男性 20%以上，女性 30%以上の者とした．ちなみに，男性の BMI 標準域の平均
値は 21.11，±0.5SD域が 20.26～21.96であった．一方，女性の BMI標準域の平均値は 20.99，
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±0.5SD 域が 20.22～21.76 であった． 
3 体型群の男女間，各要素間の比較として，二元配置分散分析を行い，下位検定として
Tukey-Kramer を実施した．統計的有意水準は 5%未満とした．  
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第 3 節 結 果 
 
第 1 項 隠れ肥満の身体的要素の男女別傾向 
 























第 4 節 考 察 
 
男性勤労者を対象とした内間ら（2016）や福井（2000）の報告では，隠れ肥満者の定義を，


















































































































































・Normal       : BMI(18.5-25) mean±0.5SD and Body fat percentage <20% (W:<30%) 
・Hidden Obesity : BMI(18.5-25) mean±0.5SD and Body fat percentage ≧20% (W:≧30%) 
・Obesity       : BMI≧25 and Body Fat Percentage ≧20% (W:≧30%) 
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Table 9-1 The statistics and ANOVA of items for physical, physiological and physical fitness 
elements of three body types in gender  
 Items  



















Mean 170.9 171.1 170.8 158.5 158.0 157.9 
Gender M>W 
SD 5.8 5.9 6.0 5.7 5.4 5.4 
Weight 
(kg) 
Mean 61.5 62.5 82.8 52.2 52.4 69.3 Group M, W: OB>HOB, NR 
Gender M>W 
SD 4.4 4.5 10.6 3.8 3.7 8.2 
BMI 
(kg/m2) 
Mean 21.0 21.3 28.3 20.7 21.0 27.7 Group M, W: OB>HOB, NR 
Gender M>W 




Mean 15.9 21.5 28.1 22.1 27.6 37.8 
Group M, W: OB>HOB>NR 
Gender M>W 













Mean 1558.3 1552.9 1552.3 1550.1 1546.3 1545.0 Group M: NR>OB 
Gender NR: M>W 
SD 41.8 41.1 43.5 45.9 40.2 39.6 
Blood pressure 
Systoric (mmHg) 
Mean 117.3 118.2 127.6 105.6 106.6 114.3 Group M, W: OB>HOB, NR 
Gender M>W 
SD 12.1 11.9 15.3 12.4 11.6 12.9 
Blood pressure 
Diastolic (mmHg) 
Mean 68.7 70.4 74.3 64.1 65.6 68.8 Group M, W: OB>HOB, NR 
Gender M>W 




Mean 48.6 47.9 53.3 41.5 41.0 45.5 
Group M, W: OB>HOB, NR 
Gender M>W 
SD 10.7 11.0 13.7 9.9 9.3 11.0 
Resting heart 
rate(beats/min) 
Mean 79.2 80.6 83.3 79.1 81.3 82.7 Group M: OB>HOB, NR 
     W: OB>NR 












Mean 41.0 38.5 42.2 25.9 25.2 27.1 Group M: OB>NR>HOB 
     W: OB>HOB  
Gender M>W SD 6.5 6.9 7.7 4.6 4.3 4.8 
Vertical jump 
(cm) 
Mean 58.7 54.3 50.6 40.4 39.8 37.3 Group M: NR>HOB>OB 
     W: NR, HOB>OB 
Gender M>W SD 9.3 10.0 10.6 7.3 7.4 6.6 
Side step 
(reps/20s) 
Mean 55.9 53.6 51.5 47.5 46.6 44.1 Group M, W: NR>HOB>OB 
Gender M>W 
SD 7.4 7.4 7.3 7.2 6.2 5.8 
Sit-Up 
(reps/30s) 
Mean 31.3 29.9 27.8 23.4 23.3 21.7 Group M, W: NR>HOB>OB 
Gender M>W 
SD 6.2 6.3 6.5 5.9 6.7 6.2 
Vo2Max 
(ml/kg/min) 
Mean 50.5 46.5 41.3 40.0 37.4 33.5 Group M, W: NR>HOB>OB 
Gender M>W 
SD 10.4 10.7 9.9 9.9 9.1 7.6 
One leg 
balance (s) 
Mean 107.8 82.6 70.6 113.1 96.4 76.7 Group M, W: NR>HOB>OB 
Gender HOB: W>M 
SD 71.9 58.1 57.0 77.6 68.5 61.2 
Standing trunk 
flexion (cm) 
Mean 7.9 6.9 7.0 12.6 11.4 10.2 Group W: NR>OB 
Gender W>M 





























第 1 節 T & F 理論を活用した肥満のヘルスマネジメントモデルの構築 
 
我が国では，増加傾向にある肥満（メタボリックシンドローム）者の解消を目的とした対

















































第 2 節 肥満のヘルスマネジメントモデルの構造と推進のための提案 
 
T & F 理論を構成する「広報システム」「測定システム」「分析・評価システム」「肥満防







ムである．   
「測定システム」は，各現場において，身体組成測定や体力測定，運動習慣などの調査を








































































































の提唱の 4 つの観点から検討を行った． 
始めに，肥満者の現状を把握するために， BMI 数値別における 4 体型（痩せ・標準・隠
れ肥満・肥満）の分布状況について検討した．発育発達期終盤を迎え社会人目前となる若年
成人を対象に，男女別で BMI 数値別の体脂肪率分布状況から 4 体型における割合の傾向を
明らかにした．結果，男女とも BMI21-22 あたりから，隠れ肥満の割合が増加する傾向を示











































第 2 節 本研究の結論 
 
以上の結果をまとめると，検討課題Ⅰでは，肥満の現状として，一般大学生の男女別にお
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